
№ 書　籍　名 出版社 著　者

1 『荒地の家族』 新潮社 佐藤厚志

2 『地図と拳』 集英社 小川哲

3 『この世の喜びよ』 講談社 井戸川射子

4 『しろがねの葉』 新潮社 千早茜

5 『データで読む地域再生』 日本経済新聞社 地域報道センター

6 『世代の昭和史 「戦争要員世代」と「小国民世代」からの告発』 毎日新聞出版 保坂正康

7 『南の島に夢を描いて　落選町長のボランティア奮闘記』 北海道新聞社 川口孝太郎

8 『家康の養女　満天姫の戦い』 潮出版 古川智映子

9 『兵隊さんに愛されたヒョウのハチ』 ハート出版 秡川学/伏木ありさ

10 『洞窟少年と犬のシロ』 ハート出版 秡川学/ねもときょうこ

11 『高野山の案内犬　ゴン(新装版)』 ハート出版 関朝之/木内達朗

12 『老けない美容、ふける美容』 講談社 神崎恵

13 『うちの父が運転をやめません』 KADOKAWA 垣谷美雨

14 『がらんどう』 集英社 大谷朝子

15 『楊花（ヤンファ）の歌』 集英社 青波杏

16 『オカシナ記念病院』 KADOKAWA 久坂部羊

17 『102歳、一人暮らし。哲代おばあちゃんの心も体もさびない生き方』 文藝春秋社 石井哲代

18 『黄色い家』 中央公論新社 川上未映子

19 『笑って人類！』 幻冬舎 太田光

20 『農家はもっと減っていい　農業の「常識」はウソだらけ』 光文社 久松達央

21 『じゆうがたび』 幻冬舎 宇賀なつみ

22 『魔女と過ごした七日間』 KADOKAWA 東野圭吾

23 『名探偵のままでいて』 宝島社 小西マサテル

24 『オフマイク』 集英社 今野敏

25 『優莉結衣　高校事変　劃篇』 KADOKAWA 松岡圭祐

26 『優莉凛香　高校事変　劃篇』 KADOKAWA 松岡圭祐

27 『高校事変13』 KADOKAWA 松岡圭祐

28 『たらしの城』 光文社 佐々木功

29 『起死回生ロード～倒産寸前起業の事業再生～』 幻冬舎 神門剛

30 『カラ売り屋vs仮想通貨』 KADOKAWA 黒木亮

31 『復讐の協奏曲』 講談社 中山七里

32 『老人初心者の覚悟』 中央公論新社 阿川佐和子

33 『散り花』 日本経済新聞出版 中上竜志
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34 『スーパーの神様　二人のカリスマ（上）』 ＰＨＰ研究所 江上剛

35 『コンビニの神様　二人のカリスマ（下）』 ＰＨＰ研究所 江上剛

36 『そして、星の輝く夜がくる』 祥伝社 真山仁

37 『海は見えるか』 祥伝社 真山仁

38 『それでも、陽は昇る』 祥伝社 真山仁

39 『ガウディの遺言』 ＰＨＰ研究所 下村敦史

40 『女フリーランス・バツイチ・子なし　42歳からのシングル移住』 集英社 藤原綾

41 『都会を出て田舎で0円生活はじめました』 サンクチュアリ出版 田村余一/田村ゆに

42 『川のほとりに立つ者は』 双葉社 寺地はるな

43 『宙（そら）ごはん』 小学館 町田そのこ

44 『月の立つ林で』 ポプラ社 青山美智子

45 『汝、星のごとく』 講談社 凪良ゆう

46 『変な家』 飛鳥新社 雨穴

47 『「銀河鉄道の夜」の謎を解く <彼ら>はいったい何者なのか』 寿郎社 三浦幸司

48 『断面　北の昭和史』 柏艪舎 北海道ノンフィクション集団

49 『ほっかいどう図書館物語』 中西出版 藤島隆

50 『瓢箪から人生』 小学館 夏井いつき

51 『我、鉄路を拓かん』 PHP研究所 梶よう子

52 『エクアドール』 双葉社 滝沢志郎

53 『日本史を暴く　戦国の怪物から幕末の闇まで』 中央公論新社 幾田道史

54 『絵画を読む』 ちくま学芸文庫 若桑みどり

55 『体はゆく』 文藝春秋社 伊藤亜紗

56 『お墓どうしてます？　キミコの巣ごもりぐるぐる日記』 集英社 北大路公子

57 『教養としてのチャップリン』 大和書房 大野裕之

58 『山奥ビジネス』 新潮新書 藻谷ゆかり

59 『正体』 光文社文庫 染井為人

＜以下児童図書＞

1 『２ひきのカエル　そのぼうきれ、どうすんだ？』 徳間書店 クリス・ウォメール

2 『リゼッテうそをつきにいく』 クレヨンハウス カタリーナ・ヴァルクス

3 『あきのセーターをつくりに』 ブロンズ社 石井睦美/布川愛子

4 『しろくまのパンツ』 ブロンズ新社 tupera tupera

5 『パンダ銭湯』 絵本館 tupera tupera


